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いいだ市議会だより───平成24年度一般会計補正予算（第１号）案など19議案を可決・同意平成24.7.24 ②

　

第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
４
日
か
ら
26
日
ま
で
23

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）
の

専
決
処
分
を
は
じ
め
と
す
る
案
件
26
件
が
報
告
さ

れ
、
い
ず
れ
も
報
告
の
と
お
り
承
認
・
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
障
害
者
自
立
支
援
対
策
特
別
対
策
事
業
費

な
ど
を
増
額
す
る
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
案
な
ど
19
件
が
上
程
さ
れ
、
人
事
案
件

５
件
を
本
会
議
で
同
意
、
除
く
14
件
は
、
所
管
の
委

員
会
で
の
慎
重
な
審
査
を
経
て
、
本
会
議
で
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て
は
、
陳
情
第
１
号
に
つ
い

て
、
陳
情
者
か
ら
取
り
下
げ
の
申
し
出
が
あ
り
許
可

し
、
提
出
さ
れ
た
陳
情
３
件
は
、
１
件
を
趣
旨
採

択
、
２
件
を
採
択
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
、
19
人
の
議
員
が
、
市
政

全
般
に
わ
た
る
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
４
ペ
ー
ジ
か

ら
紹
介
し
ま
す
。

○
人
権
擁
護
委
員

　

濱
島
夫
美
子
、
田
畑
寛
子

○
中
央
財
産
区
管
理
委
員

　

丸
上
順
三

○
鼎
財
産
区
管
理
委
員

　

坂
好
章
、
澤
栁
忠
夫
、
小
林
一
郎

○
東
野
財
産
区
管
理
委
員

　

阿
部
吉
数

○
千
代
財
産
区
管
理
委
員

　
　

尾
保
、
寺
岡
政
春
、
山
田
久
吉

議会改革推進会議の
検討内容を紹介します
議会改革推進会議の
検討内容を紹介します
　平成24年３月にとりまとめた、議会改革・運営ビジョンに基づ
き、設置した議会改革推進会議は、６月までに８回開催し、検討を重
ねた結果、次の事項について実施することとしました。

１　本会議、委員会における賛否の公開
２　議員による議会ホームページへの関与
３　議案・会議資料の事前公開、審査後の資料公開
４　議長による記者会見の実施

　

提
出
議
案
等
に
つ
い
て
は
、
総
務
文
教
、
社
会
、

産
業
経
済
、
建
設
環
境
の
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
集
中
的
に
審
査
し
ま
し
た
。
質
疑
の
内
容
は
、

各
常
任
委
員
会
の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

１　本会議、委員会における賛否の公開
　・委員会における賛否の討論内容を議会だよりの委員会
のページで掲載する

　・本会議において賛成討論・反対討論があった場合は討
論の経過等の掲載をする

２　議員による議会ホームページへの関与
　・議会だより編集委員会が議会ホームページの編集に関
与する

　・ホームページの編集については、掲載内容及び構成等
を協議し、確認及び決定する

　・委員会活動などの掲載には、常任委員会等の関与がで
きるものとする

３　議案・会議資料の事前公開、審査後の資料公開
　・議案・会議資料の事前公開については、議会運営委員
会で内定した議会日程と議案の項目のみ、ホームペー
ジで、速やかに公開する

　・本会議及び委員会、委員会協議会における審査（審
議）後の資料公開については、従前どおり、ホーム
ページ等で会議録（審査（審議）経過・資料説明・審
査(審議）結果等を含む）により公開する

４　議長による記者会見の実施
　・必要に応じて開催する

６月定例会

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議
案
等
に
対
す
る

　
　
　
　
質
疑
と
審
査

同
意
し
た
人
事（
敬
称
略
）

平成24年度一般会計補正予算（第１号）案
など19議案を可決・同意
平成24年度一般会計補正予算（第１号）案
など19議案を可決・同意

実施する
事項



いいだ市議会だより───初の議長記者会見を開催 No.182③
　

議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、
開
催
す
る
と
し
た
議
長
に
よ
る
記
者
会
見
を
上

澤
義
一
議
長
が
、
平
成
24
年
６
月
29
日
に
第
一
委
員
会
室
に
お
い
て
開
催
し
ま

し
た
。

　

議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、
開
催
す
る
と
し
た
議
長
に
よ
る
記
者
会
見
を
上

澤
義
一
議
長
が
、
平
成
24
年
６
月
29
日
に
第
一
委
員
会
室
に
お
い
て
開
催
し
ま

し
た
。

①
「
議
会
改
革
・
運
営
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

②
議
員
定
数
に
つ
い
て

③
議
員
報
酬
に
つ
い
て

②
議
員
定
数
に
つ
い
て

　

改
選
後
３
年
が
経
過

し
、
委
員
会
の
複
数
所
属

制
、
行
政
評
価
を
実
施
す

る
な
か
、
議
会
と
し
て
の

判
断
は
、
現
状
が
望
ま
し

い
と
考
え
て
い
る
。

③
議
員
報
酬
に
つ
い
て

　

引
き
続
き
、
研
究
が
進

ん
で
い
る
三
重
県
議
会
等

の
先
進
事
例
を
研
究
し
、

検
討
し
て
い
く
。

　

前
回
の
見
直
し
の
中
で

は
、
「
あ
る
べ
き
議
員
像

を
確
認
し
合
う
中
で
、
今

後
の
議
会
の
あ
り
方
や
専

業
職
と
し
て
成
り
立
つ
歳

費
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

検
討
す
る
」
こ
と
と
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
長
期
欠
席
議
員

の
報
酬
減
額
規
定
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
く
。

　
４
月
４
日
、11
日
、５
月
11
日
、６
月
１
日
、22

日
と
開
催
し
、新
庁
舎
実
施
設
計
等
に
つ
い
て

協
議
を
し
ま
し
た
。

　

４
月
４
日
、植
栽
計
画
に
つ
い
て
協
議
の
結

果
、１
週
間
後
委
員
会
を
開
催
し
、再
度
協
議

の
う
え
結
論
を
出
す
と
し
ま
し
た
。

　
４
月
11
日
、委
員
か
ら「
市
が
計
画
し
て
い
る

付
替
道
路
に
つ
い
て
、計
画
よ
り
南
側
に
移
動

は
可
能
で
は
な
い
か
」と
の
新
た
な
提
案
が
あ

り
、協
議
の
結
果
、市
側
に
検
討
願
い
、今
後
引

き
続
き
協
議
し
て
い
く
こ
と
し
ま
し
た
。

　

５
月
11
日
、「
平
成
24
年
度
庁
舎
整
備
事

業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」及
び「
庁
舎
整
備
事
業
に
関

連
す
る
駐
車
場
の
対
応
」に
つい
て
を
確
認
し
、

道
路
計
画
に
つ
い
て
は
、市
側
の
検
討
結
果
を

待
ち
、引
き
続
き
協
議
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　
６
月
１
日
、暗
渠
の
現
場
調
査
に
つい
て
は
お

お
む
ね
終
了
し
た
状
況
で
あ
り
、今
後
結
果
を

解
析
し
、市
と
し
て
の
考
え
を
ま
と
め
た
う
え

で
お
示
し
し
て
い
く
。今
少
し
お
時
間
を
い
た

だ
き
た
い
」と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
６
月
22
日
、道
路
計
画
の
検
討
及
び
植
栽
計

画
の
方
針
につい
て
承
認
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

６
月
１
日
の
委
員
会
で
は
、
５
月
25
日
に

開
催
さ
れ
た
山
梨
県
で
の
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
計
画
に
関
す
る
説
明
会
に
つ
い
て
、
内
容

の
報
告
が
さ
れ
、
委
員
会
と
し
て
確
認
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
５
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
「
南
信

州
広
域
連
合
議
会
と
地
元
県
議
会
議
員
の
懇

談
会
に
つ
い
て
」
で
は
、
リ
ニ
ア
を
活
か
す

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
旨
の

報
告
が
さ
れ
、
委
員
会
と
し
て
情
報
共
有
を

し
ま
し
た
。

　

６
月
22
日
の
委
員
会
で
は
、「
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
の
状
況
に
つ
い
て
」、「
交
通
に
係

る
県
民
等
意
識
調
査
に
つ
い
て
」、
岐
阜
県

で
開
催
さ
れ
た
「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
計
画

に
関
す
る
説
明
会
に
つ
い
て
」
報
告
・
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
駅
の
機
能
と
し
て
、
リ
ニ

ア
飯
田
駅
は
、
長
野
県
の
南
の
玄
関
口
、
三

遠
南
信
自
動
車
道
の
北
の
玄
関
口
と
位
置
づ

け
ら
れ
、
広
域
交
通
の
拠
点
、
交
通
の
結
節

点
と
し
て
の
機
能
を
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
、一方
、
現
飯
田
駅
は
、
地
域
公
共
交
通
の

拠
点
と
し
て
の
機
能
を
維
持
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
、と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

●
５
回
に
わ
た
り
協
議
、

　
道
路
及
び
植
栽
計
画
を
承
認

会
見
内
容

主
な
内
容

会見する上澤議長

庁
舎
建
設

特
別
委
員
会

庁
舎
建
設

特
別
委
員
会

●
各
県
で
開
催　
リ
ニ
ア

　
中
央
新
幹
線
に
関
す
る
説
明
会

リ
ニ
ア
推
進
対
策

特
別
委
員
会

リ
ニ
ア
推
進
対
策

特
別
委
員
会

初
の
議
長
記
者
会
見
を
開
催

初
の
議
長
記
者
会
見
を
開
催



いいだ市議会だより─── 第2回定例会  一般質問  ダイジェスト平成24.7.24 ④
　

一
般
質
問
と
は
、市
政
全
般
に
わ
た
り
市
長
を
は
じ
め
執
行
機
関
側
に
、事
業
の
執
行
状

況
や
将
来
的
な
方
針
な
ど
を
質
し
、説
明
を
求
め
る
も
の
で
す
。今
回
は
６
月
に
行
わ
れ
た

第
２
回
定
例
会
で
の
一
般
質
問
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。（
質
問
順
）

　
　

湯
澤　

啓
次　

議
員（
会
派
の
ぞ
み
）

経
済
自
立
度
を
高
め
る
た
め
に
、
新
た
な
地

域
産
業
づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
や
三
遠
南
信
自
動
車
道
の

開
通
を
見
据
え
て
、多
様
な
地
域
資
源
を
活
か

す
産
業
づ
く
り
は
大
切
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。今
後
も
、航
空
宇
宙
産
業
、農
工
商
の
連
携
、

健
康
医
療
産
業
の
集
積
な
ど
、地
域
資
源
を
最

大
限
に
活
か
し
た
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

■
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
サ
ミ
ッ
ト
に
つ
い
て

市
政
を
問
う
！

経
済
自
立
度
を
高
め
る
た
め
に

新
た
な
産
業
づ
く
り
は

　
　

新
井　

信
一
郎　

議
員（
会
派
の
ぞ
み
）

通
学
路
や
学
校
敷
地
内
で
の
、子
ど
も
達
の
安

心
安
全
を
ど
う
確
保
す
る
か
。

子
ど
も
た
ち
の
安
心
安
全
を
守
る
べ
く
市
独
自

で
調
査
し
て
い
る
。そ
れ
ら
を
基
に
建
設
部
、危

機
管
理・交
通
安
全
対
策
室
が
連
携
す
る
と
と

も
に
、学
校
、Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
等
の
関
係
団
体
と

も
協
議
す
る
な
ど
、学
校
の
敷
地
内
や
通
学
路
の

安
全
対
策
に
つい
て
可
能
な
限
り
対
応
し
た
い
。

■
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
つ
い
て

子
ど
も
達
の
安
心
安
全

通
学
路
な
ど
で
の
確
保
状
況
と

今
後
の
対
応
は

QA

　
　

原　

和
世　

議
員（
会
派
み
ら
い
）

経
済
自
立
化
へ
10
年
の
節
目
を
迎
え
る
が
、

節
目
に
向
け
ど
う
取
り
組
む
か
、
ま
た
そ
の

後
の
展
開
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

平
成
26
年
ま
で
の
10
年
の
期
間
の
な
か
で

は
、
経
済
自
立
度
70
％
に
到
達
す
る
こ
と
は

難
し
い
。
当
面
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
前
の

水
準
55
％
を
目
指
す
の
が
現
実
的
で
あ
る
。

豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
支
え
る
た
め
に
、
産

業
振
興
は
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
。

■
防
災
に
関
し
て

平
成
26
年
に
経
済
自
立
度

70
％
達
成
で
き
る
か

QA

　
　

清
水　

可
晴　

議
員（
市
民
パ
ワ
ー
）

南
信
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
に
つ
い
て

広
域
連
合
の
対
応
状
況
と
市
へ
の
誘
致
は
。

早
期
設
置
に
向
け
積
極
的
な
働
き
か
け
を
行

う
必
要
が
あ
る
。平
成
24
年
２
月
23
日
付
け
で

南
信
州
広
域
連
合
議
会
議
長
が
長
野
県
知
事

宛
に
意
見
書
を
、長
野
県
議
会
議
長
宛
に
要
望

書
を
提
出
し
た
。今
後
は
関
係
機
関
及
び
、隣

接
地
域
と
も
連
携
を
図
り
、更
に
誘
致
に
向
け

た
活
動
を
進
め
て
い
く
。

■
第
５
次
基
本
構
想・後
期
基
本
計
画
の
推
進

に
つ
い
て

南
信
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
誘
致

に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
は

QA

　
　

林　

幸
次　

議
員（
公
明
党
）

学
校
施
設（
特
に
避
難
施
設
と
な
る
体
育
館
）

に
お
け
る
非
構
造
部
材（
施
設
の
天
井
材
、窓・

ガ
ラ
ス
、照
明
器
具
、外
壁
等
）の
安
全
点
検
と

耐
震
強
化
へ
の
取
組
方
針
は
何
か
。

地
区
の
避
難
施
設
と
な
る
体
育
館
の
非
構
造

部
材
の
安
全
点
検
は
、各
学
校
で
は
目
視
に
よ

り
行
っ
て
い
る
が
、専
門
家
の
点
検
は
実
施
し
て

い
な
い
。本
体
耐
震
、天
井
落
下
防
止
、ガ
ラ
ス
の

飛
散
防
止
と
順
次
耐
震
化
を
図
っ
て
き
た
。緊

急
度
、優
先
度
に
よ
り
、国
の
補
助
制
度
等
を

活
用
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

小
中
学
校
体
育
館
の
非
構
造
部
材

の
耐
震
強
化
は

QA　
　

村
松　

ま
り
子　

議
員（
公
明
党
）

７
月
か
ら「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価

格
買
取
制
度
」が
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、市
の
考

え
方
は
、具
体
的
に
ど
う
取
り
組
む
か
。

事
業
の
採
算
性
の
観
点
か
ら
評
価
で
き
る
。小

水
力
発
電
事
業
、太
陽
光
発
電
奨
励
金
制
度
に

お
け
る
設
置
対
象
の
拡
大
、初
期
投
資
ゼ
ロ
円

型
太
陽
光
発
電
事
業
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
利
用
を
推
進
す
る
。ま
た
、再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
を
地
域
主
体
で
推
進
し
て
い
く
た
め

の
支
援
組
織
を
設
立
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

■
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

■
不
育
症
対
策
に
つ
い
て

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

固
定
価
格
買
取
制
度
取
り
組
み
は

QA

　
　

下
平　

勝
熙　

議
員（
市
民
パ
ワ
ー
）

視
力
弱
者
の
た
め
の
音
声
ガ
イ
ド
機
能
付
き
の

信
号
機
が
必
要
だ
と
思
う
が
、増
設
の
考
え
は
。

市
内
に
お
け
る
公
安
委
員
会
管
理
の
交
通
信

号
機
1
8
1
基
の
う
ち
28
基
が
視
覚
障
害
者

音
声
ガ
イ
ド
機
能
付
き
の

信
号
機
、増
設
の
考
え
は

QA 　
　

福
沢　

清　

議
員（
会
派
み
ら
い
）

所
有
者
が
わ
か
っ
て
い
る
空
き
家
は
、空
き
家

対
策
と
し
て
取
り
壊
し
費
用
の
支
援
が
必
要

で
は
な
い
か
。

基
本
的
に
は
個
人
所
有
の
空
き
家
は
、そ
の
所

有
者
の
責
任
に
お
い
て
対
処
す
べ
き
と
考
え
て

い
る
。地
域
の
合
意
形
成
が
図
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
も
あ
り
、現
在
の
と
こ
ろ
解
体
に
つ
い
て
の
助

成
は
考
え
て
い
な
い
。今
後
、助
成
に
つい
て
他
の

自
治
体
の
例
を
参
考
に
勉
強
し
た
い
と
考
え
る
。

■
健
康
づ
く
り
家
庭
訪
問
に
つ
い
て

危
険
な
空
き
家
対
策
は
ど
う
か

QA

　
　

井
坪　

隆　

議
員（
会
派
み
ら
い
）

市
長
公
約
の
経
済
自
立
度
70
％
は
、市
民
の
共

感
を
得
た
が
、そ
の
成
果
の
達
成
が
市
民
に
伝

わ
っ
て
い
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

70
％
に
つい
て
は
、定
住
自
立
を
し
て
い
く
上
で
産

業
基
盤
の
指
標
と
し
て
持
つ
も
の
で
あ
る
。行
政

の
み
で
達
成
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。環
境
、健
康

医
療
、航
空
宇
宙
な
ど
、新
し
い
産
業
の
基
に
な

る
部
分
を
作
り
出
し
て
い
る
が
、地
域
全
体
の
理

解
が
必
要
で
あ
る
。自
分
の
な
か
で
目
標
を
も
っ

て
地
域
の
産
業
づ
く
り
に
携
わって
ま
い
り
た
い
。

市
長
の
市
政
運
営
と
市
民
の

受
け
止
め
に
ミ
ゾ
が
あ
る
の
で
は

QA

QA
ズバリ

用
附
加
装
置
付
き
信
号
機
で
あ
る
。明
確
な

設
置
基
準
は
存
在
し
な
い
も
の
の
、不
特
定
多

数
の
歩
行
者
が
行
き
交
う
箇
所
や
医
療
機
関
の

近
辺
等
を
中
心
と
し
て
導
入
設
置
の
判
断
が
さ

れ
て
い
る
。設
置
要
望
は
関
係
機
関
に
伝
え
る
。

■
環
境
政
策
に
つ
い
て
■
奉
仕
活
動
に
つ
い
て

※

■
は
、そ
の
ほ
か
の
質
問
項
目
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牛
山　

滿
智
子　

議
員（
無
会
派
）

成
年
後
見
制
度
と
は
、ど
の
よ
う
な
制
度
か
。

ま
た
飯
伊
地
区
で
の
利
用
実
態
は
ど
う
か
。成

年
後
見
セ
ン
タ
ー
設
置
の
考
え
は
あ
る
か
。

心
身
の
理
由
で
、物
事
を
判
断
す
る
こ
と
が
不

十
分
な
人
に
つい
て
、本
人
の
権
利
を
守
る
援
助

者
を
選
任
す
る
こ
と
で
、こ
れ
ら
の
人
を
法
律

的
に
保
護
し
、支
援
す
る
制
度
で
あ
る
。飯
田
家

庭
裁
判
所
管
内
で
は
、平
成
22
年
度
中
、後
見
、保

佐
、補
助
合
わ
せ
て
26
件
。成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ

ー
の
設
置
も
含
め
検
討
を
進
め
て
い
る
。

■
水
資
源
に
つ
い
て

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
の

設
置
は
ど
う
か

QA　
　

木
下　

容
子　

議
員（
市
民
パ
ワ
ー
）

学
校
給
食
に
お
い
て
命
を
い
た
だ
く
こ
と
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
育
む
取
り
組
み
は
。顔
が
見

え
る
取
り
組
み
が
大
切
で
は
。

す
べ
て
の
食
材
に
命
が
あ
り
、そ
の
命
を
い
た
だ

い
て
給
食
を
作
り
、食
べ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

給
食
便
り
や
日
頃
の
給
食
提
供
、調
理
場
か
ら

の
栄
養
士・調
理
員
、農
家
の
学
校
訪
問
等
に
よ

り
、児
童
生
徒
に
理
解
し
て
も
ら
い
、感
謝
の
気

持
ち
を
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

学
校
か
ら
は
命
に
つ
い
て
学
び
、知
り
、感
謝
の

気
持
ち
を
育
て
て
い
る
報
告
が
き
て
い
る
。

命
を
い
た
だ
く
こ
と
へ
、

感
謝
の
気
持
ち
を
育
む
に
は

QA　
　

伊
壷　

敏
子　

議
員（
日
本
共
産
党
）

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
と
し
て
、常
設
型
リ
サ
イ

ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
を
考
え
た
ら
ど
う
か
。

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
で
も
触
れ
て
い

常
設
型
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

設
置
の
考
え
は

QA

　
　

永
井　

一
英　

議
員（
公
明
党
）

何
年
か
先
ま
で
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入

所
者
数
の
目
標
値
は
少
な
い
。せ
め
て
、介
護

保
険
事
業
計
画
の
中
で
示
さ
れ
て
い
る
施
設

の
整
備
は
、早
急
に
進
め
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

先
を
見
据
え
て
計
画
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。将
来
を
見
越
し
て
、ど
れ
く
ら
い
の
施
設

が
必
要
な
の
か
議
論
を
し
て
き
た
。介
護
保
険

の
仕
組
み
が
、施
設
整
備
を
進
め
る
中
で
過
度

に
保
険
料
の
値
上
げ
に
つ
な
が
る
た
め
、バ
ラ
ン

ス
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

介
護
保
険
事
業
計
画
で
予
定

し
て
い
る
特
養
の
早
期
整
備
を

QA　
　

内
田　

雄
一　

議
員（
日
本
共
産
党
）

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
に
つ
い
て
利
用
実
績
や

申
し
込
み
状
況
、ま
た
経
済
効
果
は
ど
う
か
。

平
成
24
年
４
月
18
日
か
ら
受
付
を
開
始
し
、

６
月
1
日
現
在
で
24
件
の
申
請
が
あ
っ
た
。

現
在
、
申
請
の
あ
っ
た
総
工
事
費
の
見
積
も

り
合
計
額
は
約
２
，８
０
０
万
円
と
な
って
い
る
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
地
域
経
済
に
対
す

る
経
済
波
及
効
果
が
見
込
め
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

■
放
射
線
測
定
に
つ
い
て

■
生
活
保
護
制
度
に
つ
い
て

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
に
つ
い
て
の

状
況
は

QA

　
　

清
水　

勇　

議
員（
会
派
の
ぞ
み
）

遊
休
資
産
の
現
地
確
認
の
状
況
と
処
分
の
進

め
方
は
。

平
成
21
年
度
に
上
村・南
信
濃
地
区
を
除
く
普

通
財
産
の
土
地
に
つ
い
て
現
地
調
査
を
実
施
し

て
い
る
。相
談
を
受
け
る
と
、現
地
と
利
用
状
況

の
確
認
を
行
い
、払
い
下
げ
が
可
能
と
思
わ
れ
る

も
の
に
つ
い
て
は
、隣
接
者
や
自
治
会
長
等
の
同

意
を
得
て
、申
請
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

■
飯
田
市
の
や
ら
ま
い
か
提
言
箱
に
つ
い
て

■
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

遊
休
資
産
の
現
地
確
認
や

処
分
の
進
め
方
は

QA　
　

後
藤　

荘
一　

議
員（
日
本
共
産
党
）

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
事
業
に
つ
い
て
、飯
田

市
の
現
状
は
ど
う
か
。ま
た
課
題
は
あ
る
の

か
。県
内
他
市
と
の
状
況
は
ど
う
か
。

75
歳
以
上
で
、健
康
診
査
の
受
診
を
希
望
す
る

人
に
対
し
て
実
施
し
て
い
る
。平
成
22
年
度
は

70
人
、23
年
度
は
62
人
の
受
診
で
あ
る
。現
在

治
療
中
の
人
は
健
診
対
象
か
ら
除
い
て
い
る
。

健
診
対
象
者
の
扱
い
等
を
め
ぐ
る
考
え
方
が
、

県
内
市
町
村
に
よ
って
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
た
め
、

受
診
者
数
に
は
差
異
が
生
じ
て
い
る
。

■
市
税
等
の
収
納
対
策
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
事
業

受
診
者
数
が
少
な
い
の
で
は

QA　
　

森
本　

美
保
子　

議
員（
会
派
み
ら
い
）

外
国
人
登
録
に
関
す
る
制
度
改
正
に
つ
い
て

具
体
的
な
取
り
組
み
の
状
況
は
ど
う
か
。
ま

た
、
課
題
は
。

　

外
国
人
向
け
の
Ｐ
Ｒ
を
広
報
い
い
だ
、
説

外
国
人
登
録
に
関
す
る
制
度
改
正

取
り
組
み
と
課
題
は

QA

　
　

木
下　

克
志　

議
員（
会
派
の
ぞ
み
）

リ
ニ
ア
の
ト
ン
ネ
ル
掘
削
な
ど
で
出
る
残
土

処
理
は
懸
念
材
料
の
一
つ
。
平
地
の
少
な
い

飯
田
市
が
、
こ
の
残
土
を
活
か
す
方
策
は
。

残
土
処
理
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
、
心
配
さ

れ
て
い
る
こ
と
の
一
つ
で
あ
る
が
、
処
理
の

仕
方
に
よ
っ
て
は
有
効
な
活
用
も
期
待
で
き

る
。
リ
ニ
ア
を
見
据
え
た
地
域
づ
く
り
に
お

け
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
中
で
有
効
に
活
用
で

き
れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
る
。

■
組
織
力
の
低
下
に
つ
い
て

リ
ニ
ア　

ト
ン
ネ
ル
掘
削
の
残
土

活
か
す
方
策
は

QA　
　

吉
川　

秋
利　

議
員（
会
派
の
ぞ
み
）

若
者
が
定
住
す
る
た
め
に
は
学
輪
I
I
D
A

と
大
学
誘
致
を
ど
の
よ
う
な
観
点
で
と
ら
え
、

対
処
し
て
い
く
か
。

若
者
が
定
住
す
る
た
め
に
は
、①
安
心
安
全
に

暮
ら
せ
る
だ
け
の
地
域
医
療
、防
災
体
制
を
含

め
た
イ
ン
フ
ラ
、②
雇
用
の
受
け
皿
と
な
る
モ
ノ
づ

く
り
、農
業
、サ
ー
ビ
ス
業
と
いっ
た
様
々
な
産
業

が
必
要
、③
そ
し
て
、何
よ
り
帰
って
き
た
い
と
思

う
人
づ
く
り
の
三
点
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

■
公
共
施
設
の
耐
震
診
断
と
対
策
に
つ
い
て

若
者
が
定
住
す
る
た
め
に
は

何
が
必
要
か

QA

る
と
お
り
、
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
ご
み

の
収
集
、
分
別
の
検
討
の
中
で
福
祉
部
局
と

も
連
携
し
、
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

■
次
期
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
に
向
け
て
、

飯
田
市
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
つ
い
て

■
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
に

つ
い
て

明
会
、
飯
田
エ
フ
エ
ム
等
で
周
知
し
て
き

た
。
ま
た
、
通
訳
を
交
え
て
説
明
・
相
談
に

応
じ
て
い
る
。
資
格
に
よ
っ
て
は
、
長
野
市

ま
で
出
向
か
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
り
、
利

便
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
課
題
。

■
災
害
対
策
に
つ
い
て

■
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
に
つ
い
て

■
人
形
劇
関
連
に
つ
い
て
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▼
今
回
改
正
の
動
機
は
。

　

公
民
館
条
例
を
準
用
し
て
き
た

が
、
２
月
の
行
政
監
査
に
よ
り
、
指

摘
を
受
け
て
条
例
を
整
備
し
た
。

今
回
な
ぜ
改
正
か

▼
こ
の
条
例
以
外
に
見
直
し
す
る
と

こ
ろ
は
あ
る
か
。

　

他
に
も
整
備
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
条
例
は
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

現
在
整
備
中
で
あ
り
、
提
案
に
至
っ

て
い
な
い
。

他
の
条
例
は
ど
う
か

▼
貴
重
な
も
の
を
購
入
す
る
が
、
購

入
判
断
の
基
準
は
何
か
。

　

今
ま
で
の
展
覧
会
で
展
示
し
た
も

の
を
中
心
に
購
入
す
る
。

美
術
品
等
の
購
入

　

購
入
判
断
基
準
は

▼
地
元
の
作
家
の
作
品
が
か
な
り
入

っ
て
お
り
価
値
が
あ
る
と
思
う
が
、

価
格
を
決
め
る
根
拠
に
つ
い
て
詳
し

く
聞
き
た
い
。

　

地
域
を
知
っ
た
画
商
の
方
に
お
願

い
し
て
い
る
。

美
術
品
等
の
購
入

　

購
入
価
格
の
根
拠
は

総
務
文
教
委
員
会

実施日：平成24年５月14日
調査項目：
①中学校設置防災備蓄倉庫
②鼎中学校武道場改築事業
③小中連携・一貫推進事業
④川路多目的広場
⑤天龍峡テニスコート
⑥コミュニティ助成事業（龍江・上郷）
⑦ムトス飯田支援事業

　

第
一
回
定
例
会
以
降
、５
月
14
日
に
管
内
視
察
、６
月
15
日・26
日
に

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。委
員
会
で
の
質
疑
、管
内
視
察
の
模
様
を
紹

介
し
ま
す
。

　

第
一
回
定
例
会
以
降
、５
月
14
日
に
管
内
視
察
、６
月
15
日・26
日
に

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。委
員
会
で
の
質
疑
、管
内
視
察
の
模
様
を
紹

介
し
ま
す
。

議
案
第
63
号

▼
大
都
市
圏
の
企
業
に
勤
務
す
る
若

手
企
業
人
の
派
遣
は
、飯
田
市
に
と
っ

て
の
有
効
性
は
何
か
。目
的
は
何
か
。

　

企
業
人
が
地
方
の
自
治
体
に
派
遣

さ
れ
る
事
業
で
あ
り
、
地
域
独
自
の

魅
力
や
価
値
の
向
上
ま
た
企
業
側
と

の
人
脈
形
成
、
地
域
力
を
高
め
る
効

果
を
目
指
し
て
い
る
。

若
手
企
業
人
派
遣
の

有
効
性
と
目
的
は

▼
１,
８
０
０
万
円
補
正
す
る
が
リ
ニ

ア
推
進
関
連
調
査
業
務
、委
託
料
の

具
体
的
な
中
身
は
何
か
。

　

国
県
と
連
携
し
な
が
ら
来
年
度
に

も
つ
な
げ
て
調
査
す
る
事
業
で
あ

り
、
市
内
を
中
心
と
し
た
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
都
市
計
画
等
を
考
え
る

基
礎
調
査
で
あ
る
。

具
体
的
に
何
を

　
　
　

行
う
の
か

議
案
第
71
号

平
成
24
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）案

管
内
視
察
を
実
施
し
ま
し
た

鼎中学校武道場改築事業

原蓬山「瀑布図」 鈴木芙蓉「漢八仙図」

飯
田
市
上
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

果
結
の
議
審
な
重
慎
★

た
し
ま
し
と」
択
採
旨
趣
「
　

旨
要
の
情
陳
○

願
出
提
を
書
見
意
る
め
求
を
止
中
の

い
た
い

者
情
陳
○

見
意
な
主
の
で
会
員
委
○

と
い
し
厳
は
と
こ
る
れ
さ
を
減
削
■

。
る
あ
で
り
お
と
の
そ
は
と
こ
う
い

簡
で
け
だ
と
こ
う
い
と
る
な
く
し
苦

こ
く
い
て
え
増
も
担
負
の
代
世
い
若

択
採
も
し
ず
必、
合
場
た
え
考
を
と

、
だ
た。
い
な
ら
な
は
に
と
こ
う
い
と

。
い
し
正
は
て
し
と
方
え
考

号
２
情
陳

果
結
の
議
審
な
重
慎
★

た
し
ま
し
と」
択
採
「
　

旨
要
の
情
陳
○

に
校
学
中
小
全
内
市、
し
対
に
市

　

射
放
の
材
食
食
給
に
的
期
定
て
い
お

公
を
果
結、
し
施
実
を
査
検
質
物
性

結
査
検
の
等
県、
に
も
と
と
る
す
表

出
検
不
質
物
性
射
放、
し
認
確
を
果

う
よ
る
す
用
使
に
的
先
優
を
材
食
の

る
め
求

者
情
陳
○

見
意
な
主
の
で
会
員
委
○

し
う
こ
を
安
不
の
ん
さ
皆
の
民
市
■

と
こ
う
い
と
る
け
届
に
政
行
で
形
た

。
る
あ
で
と
こ
な
事
大
は

３
情
陳

-

号
１

購
入
す
る
美
術
品

購
入
す
る
美
術
品
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社
会
委
員
会

▼
施
設
の
開
館
時
間
が
変
更
さ
れ
る

と
の
こ
と
だ
が
、
利
用
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
や
職
員
の
勤
務
体
系
に
影
響
は

な
い
か
。

　

利
用
者
に
は
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
規
定
の
時
間
の
中
で
サ
ー
ビ

ス
　

利
用
者
に
は
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
規
定
の
時
間
の
中
で
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
く
。

　

ま
た
職
員
は
交
代
勤
務
を
行
っ
て

お
り
、
勤
務
体
系
に
影
響
は
な
い
。

開
館
時
間
変
更

　

利
用
者
へ
の
影
響
は

▼
か
な
え
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
み
開
館

時
間
が
短
縮
さ

れ
た
が
理
由
は

何
か
。

　

施
設
の
開
所

当
時
か
ら
午
後

７
時
ま
で
の
開

館
時
間
で
あ
っ
た

が
、実
際
は
昼
間

に
施
設
を
利
用

し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、利
用
実
態

に
合
わ
せ
開
館

時
間
を
変
更
し

た
も
の
で
あ
る
。

か
な
え
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

開
館
時
間
短
縮
の
理
由
は

　

５
月
15
日
に
管
内
視
察
、６
月
18
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。委

員
会
で
の
質
疑
、管
内
視
察
の
模
様
を
紹
介
し
ま
す
。

議
案
第
67
号

飯
田
市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

▼
精
神
障
が
い
者
の
数
が
増
え
て
お

り
、
相
談
が
ま
ま
な
ら
な
い
と
聞
く

が
、
今
後
の
支
援
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

　

障
が
い
の
程
度
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ

り
、
医
療
機
関
や
飯
伊
圏
域
障
害
者

自
立
支
援
協
議
会
等
と
も
連
携
し
て

対
応
し
て
い
る
。
自
立
支
援
計
画
を

立
て
、
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
や
事
業

者
等
と
も
相
談
し
な
が
ら
支
援
し
て

ま
い
り
た
い
。

　

障
が
い
の
程
度
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ

り
、
医
療
機
関
や
飯
伊
圏
域
障
害
者

自
立
支
援
協
議
会
等
と
も
連
携
し
て

対
応
し
て
い
る
。
自
立
支
援
計
画
を

立
て
、
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
や
事
業

者
等
と
も
相
談
し
な
が
ら
支
援
し
て

ま
い
り
た
い
。

障
害
者
自
立
支
援
対
策

今
後
の
支
援
ど
う
考
え
る

議
案
第
71
号

平
成
24
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
1
号)

案

▼
基
準
外
繰
入
分
１
億
円
を
予
備
費

計
上
し
て
お
き
、
繰
入
金
が
余
剰
と

な
れ
ば
一
般
会
計
に
戻
す
と
の
こ
と

だ
が
、
国
保
加
入
者
の
所
得
状
況
は

依
然
と
し
て
厳
し
く
、
24
年
度
の
歳

入
で
は
国
保
税
が
減
収
と
な
っ
て
い

る
。
繰
入
金
を
戻
し
た
場
合
、
来
年

度
の
国
保
税
引
き
上
げ
に
つ
な
が
る

可
能
性
も
あ
り
、
再
検
討
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　

基
本
的
に
基
準
外
繰
入
は
、所
得
の

落
ち
込
み
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。24
年
度
の
繰
入
金
の
最

終
的
な
扱
い
に
つい
て
は
、今
後
の
経
緯

を
慎
重
に
見
守
る
中
で
時
間
を
い
た

だ
い
て
判
断
し
て
ま
い
り
た
い
。

終
的
な
扱
い
に
つい
て
は
、今
後
の
経
緯

を
慎
重
に
見
守
る
中
で
時
間
を
い
た

だ
い
て
判
断
し
て
ま
い
り
た
い
。

一
般
会
計
か
ら
の
基
準
外

繰
入
金
の
取
り
扱
い
は

議
案
第
72
号

平
成
24
年
度
飯
田
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）案

実施日：平成24年５月15日
調査項目：
①座光寺地区高齢者買い物支援
②慈光松尾保育園建設事業
③発達支援事業
④生活応援事業（市内NPO法人）
⑤特別養護老人ホーム事業
　運営及び施設

管
内
視
察
を
実
施
し
ま
し
た

いいだデイサービスセンターの様子

★
慎
重
な
審
議
の
結
果

　
「
採
択
」と
し
ま
し
た

○
陳
情
の
要
旨

　

市
に
対
し
、市
内
全
幼
稚
園・保
育

園
に
お
い
て
定
期
的
に
給
食
食
材
の

放
射
性
物
質
検
査
を
実
施
し
、結
果

を
公
表
す
る
と
と
も
に
、県
等
の
検

査
結
果
を
確
認
し
、放
射
性
物
質
不

検
出
の
食
材
を
優
先
的
に
使
用
す
る

請
願・陳
情
審
査　

市
民
の
願
い
は
ど
う
な
っ
た

陳
情
３-

2
号

よ
う
求
め
る

○
陳
情
者

　

放
射
能
測
定
伊
那
谷
市
民
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
代
表　

阿
部
秀
信
氏

○
委
員
会
で
の
主
な
意
見

■
現
在
、市
で
は
給
食
食
材
の
安
全

性
確
保
の
た
め
の
対
策
を
と
っ
て
い

る
が
、市
民
の
不
安
を
解
消
す
る
た

め
に
も
引
き
続
き
市
側
に
対
応
願
い

た
い
。

発達支援事業
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産
業
経
済
委
員
会

▼
利
用
者
の
安
全
面
の
配
慮
は
ど
の

よ
う
に
行
う
か
。

　

指
定
管
理
者
が
決
定
し
た
段
階
で

一
般
利
用
者
の
安
全
管
理
に
つ
い
て

協
議
を
行
い
配
慮
し
て
い
く
。

安
全
面
の
配
慮
は

▼
指
定
管
理
に
向

け
た
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

８
月
を
目
途
に

指
定
管
理
者
の
選

考
を
行
い
、
そ
の

後
、
管
理
方
法
等

に
つ
い
て
協
議
を

重
ね
、
10
月
か
ら

指
定
管
理
へ
移
行

す
る
計
画
で
あ
る
。

▼
倒
木
の
理
由
と
賠
償
が
保
険
対
応

で
は
な
い
理
由
は
何
か
。
ま
た
、
日

頃
の
管
理
方
法
は
。

　

松
く
い
虫
に
よ
る
立
ち
枯
れ
し
た

赤
松
が
強
風
に
よ
り
倒
れ
た
。
通

常
、
植
栽
し
て
か
ら
10
〜
20
年
間
ほ

指
定
管
理

へ
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

▼
施
設
の
指
定
管
理
者
と
利
用
料
は

ど
の
よ
う
に
決
定
す
る
か
。

　

指
定
管
理
者
は
公
募
に
よ
っ
て
決

定
す
る
。
利
用
料
な
ど
の
規
則
も
今

後
整
備
し
て
い
く
。

指
定
管
理
者
・

料
金
の
決
定
は

　

５
月
16
日
に
管
内
視
察
、６
月
19
日・26
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。委
員
会
で
の
質
疑
、管
内
視
察
の
模
様
を
紹
介
し
ま
す
。

議
案
第
67
号

飯
田
市
上
村
木
材
工
芸
品
加
工
販
売
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
73
号

議
案
第
74
号

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

平
成
24
年
度
飯
田
市
各
財
産
区
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）案

実施日：平成24年５月16日
調査項目：
①黒ダリア生産農家
②野菜ソムリエサミット入賞者圃場
③エコバレー工業団地
④緩衝帯整備事業（千代）
⑤地元企業見学
⑥間伐促進対策事業（上郷）
⑦野底山森林公園（上郷）　　ほか

管
内
視
察
を
実
施
し
ま
し
た黒ダリア生産農家 間伐促進対策事業（上郷）

　

議
会
報
告
会
で
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
、ご
意
見
、ご
要
望
に
つ
い
て
、当
委
員
会

で
調
査・研
究
を
行
っ
て
い
る
事
項
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

■
有
害
鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

★
県
へ
意
見
書
提
出

「
総
合
的
な
野
生
鳥
獣
害
対
策

を
求
め
る
意
見
書
」
と
し
て
ま

と
め
、
県
に
対
し
て
提
出
し
ま

し
た
。

■
遠
山
郷
観
光
振
興
に
つ
い
て

★
平
成
24
年
６
月
14
日
現
地
視

察
を
行
う
と
と
も
に
、遠
山
郷
観

光
関
係
団
体
と
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
現
地
の
状
況
や
地

元
の
意
思
を
考
慮
し
て
、
行
政

評
価
等
を
通
じ
て
、
市
に
対

し
て
、
提
言
等
に
つ
な
げ
て
い

く
予
定
で
す
。

ど
は
森
林
国
営
保
険
に
加
入
す
る

が
、
加
入
し
て
い
て
も
病
害
虫
に
よ

る
被
害
は
保
険
対
象
に
は
な
ら
な

い
。
森
林
管
理
は
、
年
数
回
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
立
ち
枯
れ
し
た

立
木
は
伐
倒
処
理
を
行
っ
て
い
る
。

所
管
事
務
調
査
の
取
り
組
み

上村木材工芸品加工販売施設

遠山郷観光関係団体との意見交換会

ほ
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建
設
環
境
委
員
会

　
い
ず
れ
も
慎
重
な
審
査
を
し
ま
し
た
。

　

５
月
17
日
に
管
内
視
察
、６
月
20
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。委

員
会
で
の
質
疑
、管
内
視
察
の
模
様
を
紹
介
し
ま
す
。

議
案
第
68
号

飯
田
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
69
号

飯
田
市
環
境
保
全
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
71
号

平
成
24
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）案

実施日：平成24年５月17日
調査項目：
①青崩峠道路（工事用道路）
②小沢川小水力発電予定箇所（上村）
③不法投棄現場（下久堅・山本・鼎・丸山）
④飯喬道路２工区（龍江）
⑤羽場大瀬木線　（仮称）松川大橋
⑥橋りょう長寿命化計画事業（柏原橋）
⑦ラウンドアバウト事業　　ほか

管
内
視
察
を
実
施
し
ま
し
た

動物園改修橋りょう長寿命化計画事業（柏原橋）飯喬道路２工区（龍江）

　

委
員
会
活
動
の
一
環
と
し

て
、
飯
田
建
設
業
ク
ラ
ブ
役
員

の
皆
さ
ん
と
、
「
地
域
の
建
設

業
と
公
共
事
業
に
関
す
る
県
民

意
識
調
査
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
も
と
に
、
意
見
交
換
会
を

行
い
ま
し
た
。
特
に
入
札
方
法

に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
、
委
員
会
と

し
て
も
さ
ら
に
調
査
・
研
究
し

て
い
き
ま
す
。

　

議
会
報
告
会
で
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
、ご
意
見
、ご
要
望
に
つ
い
て
、当
委
員
会

で
調
査・研
究
を
行
っ
て
い
る
事
項
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

■
不
法
投
棄
対
策
に
つ
い
て

★
４
月
20
日
に
不
法
投
棄
に
か
か
わ

る
現
行
法
令
や
行
政
の
対
応
に
つ
い
て

勉
強
会
を
開
催
し
、空
き
缶
や
ペッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど
ち
ょっ
と
し
た
も
の
を
捨

て
て
も
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
と
な
る
こ

と
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　

５
月
17
日
に
は
、
管
内
視
察
と
し

て
、
下
久
堅
・
山
本
・
鼎
・
丸
山
地

区
の
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
委
員
と

懇
談
し
、
不
法
投
棄
の
実
態
に
つ
い

所
管
事
務
調
査
の
取
り
組
み

て
把
握
し
ま
し
た
。

　

５
月
21
日
に
は
、勉
強
会
、管
内
視

察
を
踏
ま
え
て
、課
題
の
整
理
を
行
い

ま
し
た
。

①
モ
ラ
ル
に
訴
え
る
一
層
の
啓
発
へ

の
取
り
組
み

②「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
」を
は
じ
め
と
す
る
、関

係
法
令
で
、厳
し
い
罰
則
規
定
が
設

け
ら
れ
て
い
る
が
、そ
の
上
で
、罰
則

付
き
の
条
例
は
必
要
か
ど
う
か

ごみの不法投棄禁止看板

不法投棄現場（鼎）

　

以
上
、二
点
を
中
心
に
先
進
地
で
の

取
り
組
み
を
参
考
と
し
て
更
に
調
査・

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

飯
田
建
設
業

　
ク
ラ
ブ
役
員
と
の

　
　
意
見
交
換
会



～飯田市は平成19年第１回定例会で環境文化都市宣言をしました～No.182 ⑩

議 員 紹 介 議会報告会を開催します

～「コミュニケーション」には
メールより「電話」～　原　勉
　ある雑誌でこんな記事があり、私も
同感です。私も自分の思いをきちんと
伝えるにはメールより電話が良いと思
っています。勿論、会って話せれば、「飲
みニケーション」はお薦めです。最近で

はメールなど新しい伝達手段が広がっていますが、私は挨
拶、お礼には電話を意識して利用します。メールは便利では
ありますが、信頼する人に思いや感謝の気持ちを伝えるには
「電話」が優れています。どこで誰と繋がっているかわから
ず、本人に確認なしに勝手に登録して、不躾にメールをし、そ
の結果、風評が独り歩きする、まさに迷惑メールになってい
るケースを耳にします。私は飲み会の誘いは電話、電話がき
たら原則、断りません。信頼する人には用事がなくても時々
は電話をします。メールは手当たり次第の人脈形成には便利
なツールかもしれませんが、積極的なコミュニケーション手
段としては不向きです。今やメール文化が根付いています
が、自分の周りに居る人を一人ひとり見直して確実な人脈形
成に「電話」を見直してはいかがですか。

今年度で４回目となる議会報告会を次の日程で開催しま
す。多くの市民の皆様のご参加をお待ちしています。

時間：午後７時～９時を予定

発行/長野県飯田市議会
〒395-8501　長野県飯田市大久保町2534番地  飯田市議会事務局　℡0265-22-4523（直通）　Fax0265-53-8821
E-mail : igikai@city.iida.nagano.jp　　URL  http://www.city.iida.lg.jp/

編集後記
　議会は何をしているか、市民の皆さんに見えるように、議会改
革推進会議で検討をしております。できることから対応していく
ことになりましたので、議会だより編集委員会にもいろいろな課
題が与えられました。分かり易い紙面構成については前号から取
り組み、編集後記欄も設けました。いかがでしょうか。今回から「賛
否の公開」ということで、本会議や委員会における賛成討論・反対
討論があった場合は討論の経過等を掲載することになりました。
　これからは、広報ばかりでなく、皆さんの声を聴く広聴機能を
持った広報広聴委員会を目指すことになりそうです。

議会の動き（予定）
■9月定例会 は8月28日（火）から始まります。
　日程の詳細はホームページをご覧ください。

◆議会への請願・陳情の締切は
　8月22日（水)午後5時です。

　編集委員
　　委員長　上澤義一　副委員長　村松まり子
　　委　員　湯澤啓次　吉川秋利　永井一英　
　　　　　　内田雄一　下平勝熙　井坪　隆

本会議の模様は飯田ケーブルテレビデジタル７１４chで中継しているほか、どなたでも自由に傍聴できます。
（席に限りがあるため、団体での傍聴希望の場合は、事前に下記までご連絡ください。）
会議録もご覧ください。http://www.kaigiroku.net/kensaku/iida/iida.html

議会傍聴に
おこしください

市
議
会
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　

こ
の
欄
で
は
、
傍
聴
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

り
、
市
議
会
へ
寄
せ
ら
れ
た
市
民
の
皆
様
の
声
を
紹

介
し
ま
す
。

□
本
会
議
に
つ
い
て

◆
一
問
一
答
方
式
は
わ
か
り
や
す
く
良
い
。
一
般
質

問
は
事
業
、
施
策
の
市
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
市
民
の
関
心
事
、
時
代
の
先
取
り
、
方

向
性
を
テ
ー
マ
に
質
問
を
期
待
し
ま
す
。 （
男
性
）

◆
一
問
一
答
方
式
は
わ
か
り
や
す
い
。
（
男
性
）

◆
農
業
に
対
し
て
の
質
問
が
少
な
い
。
も
っ
と
農
業

に
対
し
て
考
え
て
欲
し
い
。
（
男
性
）

開催日 該当する地区 会　場

南信濃
自治振興センター

上村、南信濃10月17日（水）

山本公民館
三穂、山本、
伊賀良

10月19日（金）

竜丘公民館
松尾、竜丘、
川路、鼎

10月24日（水）

座光寺公民館座光寺、上郷10月26日（金）

羽場公民館
橋北、橋南、
羽場、丸山、東野

10月31日（水）

下久堅公民館
下久堅、上久堅、
千代、龍江

11月２日（金）

議員の人となりなどを議員自らが紹介します。
（議席順に掲載）


